
津軽ダム道路計画　概要図

下流工事用道路は、ダム本体工事に必要な大型の建設機械や工事設備、工事
資材を運搬するために、幅員が狭小で、急カーブが多い現在の県道を拡幅や
パイパスで改良する区間です。

津軽ダム
（目屋ダム）

Ⅱ工区　Ｌ＝７．２０Ｋｍ
平成１４年１２月２０日供用開始

Ⅰ工区
Ｌ＝５．１０Ｋｍ

下流工事用道路　Ｌ＝１２．３０Ｋｍ

付替県道
（主要地方道岩崎西目屋弘前線）

　Ｌ＝７．９Ｋｍ

ダムサイト迂回路区間
Ｌ＝３．５０Ｋｍ
平成１８年度工事箇所

上岩木橋

世界遺産センター

津軽ダム工事事務所

西目屋村役場

岩木川

美山湖

長面

ダムサイト迂回路区間は付替県道（主要地方道岩崎西目屋弘前線）のうち、
ダム本体工事により支障となる現道を迂回し、一般交通路線を確保するた
めの区間です。


